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地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
地
区
内
の
自
治
会
だ
け
で
は
な
く
、
地
区
内

で
活
動
し
て
い
る
市
民
活
動
団
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
市
内
８
地
区
に
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
構
成
団
体
間
の
交
流
や
情
報

交
換
、
区
域
内
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
共
通
目
標
の
設
定
や
共
通
課
題
の
解

決
、
区
域
内
の
行
政
要
望
の
取
り
ま
と
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

神崎地区まちづくり委員会
拠点施設【神崎地区交流センター】副委員長委員長

横堀１５２６番地１（ふれあいセンターよこぼり内）
山田　義文海野　宏幸

�・FAX　２７０－８００８

額田地区まちづくり委員会
拠点施設【額田地区交流センター】副委員長委員長

額田南郷３１番地２
船橋　利秋成田　昭夫

�・FAX　２９５－６１１０

菅谷地区まちづくり委員会
拠点施設【菅谷地区交流センター】副委員長委員長

菅谷２３７８番地１（旧中央公民館菅谷分館）會澤　恒男
�村　忠夫

�・FAX　２９５－７１７５平野　道代

五台地区まちづくり委員会
拠点施設【五台地区交流センター】副委員長委員長

後台１４９１番地４３（ふれあいセンターごだい内）
宮田　経詔峯島　　壽

�　３５３－２６６６　FAX　３５３－２６６７

戸多地区まちづくり委員会
拠点施設【戸多地区交流センター】副委員長委員長

戸２２９７番地（旧戸多幼稚園）
根本　　衛大武　文雄

�・FAX　２９７－０８７７

芳野地区まちづくり委員会
拠点施設【芳野地区交流センター】副委員長委員長

飯田３０７番地１（ふれあいセンターよしの内）里口　邦夫

間宮　　一 秋葉　　清
�　２９５－２６７３　FAX　２９５－２８１９小林　　孝

木崎地区まちづくり委員会
拠点施設【木崎地区交流センター】副委員長委員長

門部２７６９番地１（旧木崎学童保育所）
澤幡　祝行海野　藤男

�・FAX　２９８－０７６７

瓜連地区まちづくり委員会
拠点施設【瓜連地区交流センター】副委員長委員長

古徳３７１番地（総合センターらぽーる内）
小�　修一金子　　巖

�　２９６－１１３４　FAX　２９６－３９３４



広報なか７月号３

　

市
内　

の
自
治
会
で
は
、
市
民
の
最
も
身
近
な
地

６９

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
班
（
組
合
）
と
い
う
単
位

を
通
じ
て
、
日
常
的
な
交
流
や
支
え
合
い
に
結
び
つ

く
活
動
、
地
域
の
様
々
な
情
報
の
回
覧
や
広
報
紙
の

配
布
、
防
犯
や
環
境
美
化
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

自
治
会
長
さ
ん
は
、
地
域
の
代
表
と
し
て
、
皆
さ

ん
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
要
望
を
取
り
ま
と
め
る
と

と
も
に
、
自
治
会
役
員
な
ど
と
協
力
し
、
地
域
に
お

け
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

自
治
会
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
つ
い
て
、

行
政
と
協
議
を
行
う
な
ど
、
行
政
と
の
重
要
な
パ
イ

プ
役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

副自治会長自治会長自治会名地区

峯島　智之山田　　均野仲

五
台

塩野　　稔藤根　　毅上宿

峯島　正則海野　安夫後台中宿

柏崎　清一星　　正次田向

櫻庭　壮惠筒井　光圀後台第三

石井　信行後藤　和夫中台第一

江面　　遠菊池　義敬中台なみき

根本　良久石川　孝次中台津田

伊藤　喬章
坂場　　實東木倉

後藤　道弘

金澤　史人山田　満彦西木倉

坂本　龍男宮田　経詔豊喰

秋山　宣孝秋山　良三下江戸

戸
多

根本　武久根本　文雄大内

阿久津　敏樹小瀧　辰雄田崎

�橋　　優杉山　　廣立石

檜山　忠雄須藤　　淳宿

関　　勝栄高岡　章博若宮

小暮　一義水野　一男中谷原

大和田　紀男間宮　　一飯田

芳
野

細谷　清一里口　邦夫鴻巣

高畠　正美
秋葉　　清旭

飯村　明雄

平松　茂夫小林　　孝戸崎

堀口　守男箕川　政一鹿島

木
崎

仲田　　精澤幡　祝行白河内

山�　辰雄海野　藤男門部台

助川　�志中井川　實門部圷

�澤　順一�澤　　功下河原

大内　　洋小林　貞夫北酒出

稲田　敏行桐原　陽一内宿

片岡　征次片岡　英明新宿

萩庭　　興金子　　巖静

瓜
連

寺門　久一飯田　士朗下大賀

古目谷　富男渡辺　久雄瓜連上

関谷　紘一�野谷　孝夫瓜連中

加藤　　公中井川　明夫瓜連下

勝村　晃夫小�　修一古徳

安島　英典鈴木　清治中里

�畑　　誠海老根　康夫鹿島

小林　克利赤川　　博平野第１

根本　昌明谷島　貞男平野第２

仁平　栄一和久　幸夫平野第３

副自治会長自治会長自治会名地区

佐川　　茂山田　義文本米崎

神
崎

大内　廣三小田倉　壽治向山

山�　瑞夫生田目　拶雄横堀

小薗井　秀男小川　�也堤

笹嶋　信成海野　宏幸杉

片野　雄三船橋　　進額田第一

額
田

原　　孝正小泉　正宏額田第二

中原　　彰
椎名　猛博額田第三

菊池　　寛

小林　　信川又　隆一額田第四

中島　澄夫川�　保道額田第五

岩佐　　茂鈴木　宇一郎額田第六

寺門　好明
鹿島　　勇鷺内

菅
谷

大森　政一

今田　　智赤津　忠昭東組

荒木　武平平野　建一寄居

赤津　秀雄成田　義美仲之内

鴨志田　幸雄磯�　弘郎堀之内

宮田　光明平野　重雄下宿下

古屋　　�檜山　智三下宿上

松田　正紀
寺門　喜勝菅谷中宿

宮田　　實

鴨志田　誠軍司　秀文上宿第１

小野寺　清二照沼　　捷上宿第２

秋葉　　昭宇佐美　健一上宿第３

根本　義光卜部　一弘一の関

�橋　　賢小沼　博恭原福田

海野　好文吉原　良一仲福田

圷　　哲夫助川　俊彦下福田

野田　敏之篠原　晃重かしま台

小原　建治郎北畠　公則ときわ台

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

問　い
合わせ
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大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
・
消
防
な
ど
の
公
的
な
防
災
機
関
は
、
全

力
を
あ
げ
て
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。
し
か
し
、
火
災
や
道
路
の
寸
断
・
電
話
の
不

通
・
断
水
・
停
電
な
ど
に
よ
り
、
防
災
活
動
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
、
自
主
防
災
組
織
が
中
心
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
協
力
し
、

助
け
合
う
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
「
自
主
防
災
組
織
」
と
は
、
地
域
住
民
が

自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
う
組
織
の
こ
と

で
す
。
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
そ
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
に
は
、
公

的
機
関
に
よ
る
救
助
・
支
援
な
ど
の
「
公

助
」
に
加
え
て
、
地
域
住
民
の
相
互
に
よ

る
援
助
「
共
助
」
と
、
自
ら
が
自
ら
を
守

る「
自
助
」の
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
で
す
。
自

自
主
防
災
組
織
と
は

主
防
災
組
織
は
、「
共
助
」
の
中
心
と
な
る

組
織
で
あ
り
、「
自
分
た
ち
の
地
域
と
自

分
た
ち
の
命
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
た

め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
す
。

　

那
珂
市
で
は
、
平
成　

年
３
月
末
現
在

２５

　

自
治
会
中　

自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自

６９

３５

主
防
災
組
織
を
結
成
し
、
防
災
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
役
割

　

大
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た

場
合
、
消
防
車
や
救
急
車
が
す
ぐ
に
来
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
自
主
防
災

組
織
が
中
心
と
な
っ
て
初
期
消
火
活
動
、

救
助
・
救
出
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
活
動
に
は
、
平
常
時

の
活
動
と
災
害
時
の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
私
た

ち
の
身
に
振
り
か
か
っ
て
く
る
の
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
が
大

切
で
す
。

【
平
常
時
の
活
動
】

■
防
災
知
識
の
普
及

　

地
域
で
防
災
訓
練
や
講
習
会
、
広
報
紙

の
発
行
な
ど
を
通
じ
て
防
災
知
識
の
普
及

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

■
普
段
か
ら
の
つ
な
が
り

　

常
日
頃
か
ら
、
顔
を
合
わ
せ
、
声
を
掛

け
合
う
つ
な
が
り
が
、
災
害
時
に
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

　

防
災
訓
練
に
限
ら
ず
、
地
域
の
行
事
や

活
動
に
、
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

自
主
防
災
組
織
の
活
動

防
災
課
防
災
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
４
４
２
・
４
４
３
）

問
い
合
わ
せ
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■
防
災
点
検

　

地
域
内
の
危
険
箇
所
の
確
認
や
消
火
設

備
、
救
出
・
救
護
に
必
要
な
資
機
材
な
ど

の
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
防
災
訓
練

　

防
災
訓
練
に
参
加
し
、
防
災
活
動
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
取
得
し
ま
し
ょ
う
。

■
初
期
消
火

　

地
震
な
ど
に
よ
る
火
災
の
発
生
・
拡
大

を
防
ぐ
た
め
、
初
期
消
火
活
動
を
行
い
ま

す
。

■
救
助
・
救
出

　

建
物
や
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
の

救
助
・
救
出
や
応
急
手
当
を
行
い
ま
す
。

■
避
難
所
運
営

　

避
難
所
が
開
設
さ
れ
た
場
合
は
、
施
設

管
理
者
や
市
と
協
力
し
、
避
難
所
の
運
営

を
行
い
ま
す
。

■
み
ん
な
の
協
力
が
地
域
を
守
る

　

災
害
時
の
活
動
は
、
そ
こ
に
住
む
人
み

ん
な
が
協
力
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
自

分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
り

ま
し
ょ
う
。

【
災
害
時
の
活
動
】

■
情
報
収
集
・
伝
達

　

公
的
機
関
か
ら
の
情
報
を
住
民
に
伝
達

し
た
り
、
地
域
の
被
災
状
況
や
避
難
情
報

な
ど
を
公
的
機
関
へ
伝
達
し
ま
す
。

■
避
難
誘
導

　

避
難
の
呼
び
か
け
や
安
全
な
誘
導
経
路

を
使
っ
て
避
難
所
へ
の
誘
導
を
行
い
ま
す
。

市
の
補
助
制
度
に
つ
い
て

　

市
は
、
自
治
会
を
単
位
と
し
て
自
発
的

に
防
災
活
動
を
行
お
う
と
す
る
団
体
に
、

次
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
自
主
防
災
組
織
結
成
補
助
】

■
補
助
金
額　

５
万
円

■
補
助
対
象
経
費

○
自
主
防
災
組
織
結
成
準
備
会
の
開
催
に

関
す
る
経
費

○
普
及
啓
発
資
料
の
作
成
に
関
す
る
経
費

○
防
災
マ
ッ
プ
作
成
に
関
す
る
経
費

○
そ
の
他
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
必
要

な
事
業
に
関
す
る
経
費

【
防
災
資
機
材
整
備
補
助
】

■
補
助
金
額　
　

万
円

３０

■
補
助
対
象
経
費
（
一
例
）

○
初
期
消
火
に
使
用
す
る
も
の

　

消
火
器
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
防
火
服
な
ど

○
救
出
救
護
に
使
用
す
る
も
の

　

メ
ガ
ホ
ン
、
救
急
箱
、
一
輪
車
な
ど

○
避
難
誘
導
に
使
用
す
る
も
の

　

誘
導
旗
、
懐
中
電
灯
な
ど

○
給
食
・
給
水
に
使
用
す
る
も
の

　

コ
ン
ロ
、
釜
、
ガ
ス
な
ど

○
そ
の
他

　

物
置
、
発
電
機
、
非
常
持
出
袋
な
ど



６

社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
グ
ル
ー
プ

　
�
２
９
８
・
１
１
１
１

　
　
　
　
（
内
線
１
２
６
・
１
２
７
）

問　い
合わせ

障
が
い
の
状
況
に
よ
り
手
当
を
支
給
し
ま
す

�
�
�
�
�
�
�
	


�

●
支
給
対
象
者

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る　

歳
未
満
の
児
童
を
家
庭
で
監
護
し

２０

て
い
る
父
、
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

か
た
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
手
当
に
は
、

障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１
級
、
２
級
が
あ

り
ま
す
。
該
当
と
な
る
障
が
い
の
程
度
は

表
の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合

は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

◆
児
童
お
よ
び
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
が

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
な
い
と
き

◆
児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

◆
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
（
母
子
生
活

支
援
施
設
・
保
育
所
・
通
園
施
設
を
除

く
）
に
入
所
し
て
い
る
と
き

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
児
童
扶
養
手

当
、
児
童
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
と

の
併
給
が
可
能

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
、
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い

る
場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
次
の
場
合
は
手
帳
の
写
し
を
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
診
断
書
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
療
育
手
帳
の
判
定
が�
・
Ａ
の
場
合

◆
身
体
障
害
者
手
帳
（
内
部
障
が
い
を
除

く
）
の
等
級
（
複
数
障
が
い
が
あ
る
場

合
は
障
が
い
ご
と
の
等
級
）
が
１
級
か

ら
お
お
む
ね
３
級
の
場
合

●
特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
者

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　

歳
以
上
の
在
宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り

２０ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�

�
	
�

●
手
当
月
額
（
児
童
１
人
に
つ
き
）

１
級　

５
万
４
０
０
円

２
級　

３
万
３
５
７
０
円

※
平
成　

年　

月
か
ら

２５

１０

１
級　

５
万　

円
５０

２
級　

３
万
３
３
３
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

４
月
（　

月
分
〜
３
月
分
）

１２

８
月
（
４
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１１

１１

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
の
社

会
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

時
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

○
認
定
請
求
書

　

○
請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

　

○
請
求
者
と
対
象
児
童
が
含
ま
れ
る
世

帯
全
員
の
住
民
票

　

○
診
断
書
（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）

　

○
振
込
先
口
座
申
出
書
（
請
求
者
名
義

の
口
座
）

　

○
通
帳
（
請
求
者
名
義
の
も
の
）

　

認
定
請
求
書
、
診
断
書
等
の
様
式
は
社

会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　
２５

年
１
月
１
日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い

で
な
か
っ
た
場
合
は
、
平
成　

年
度
の
所

２５

得
証
明
書
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�������	
��
��������

・身体障害者手帳の等級がおおむね１・２級
（内部的疾患含む）程度に該当するかた
・療育手帳の判定が�・Ａ程度の知的障がい
である場合または同程度の精神障がいがあ
る場合

１級

・身体障害者手帳の等級がおおむね３級（内
部的疾患含む）程度に該当するかた
・療育手帳の判定がＢ程度の知的障がいである
場合または同程度の精神障がいがある場合

２級

※障がいの程度はおおむね上記のとおりですが、身
体障害者手帳または療育手帳をお持ちでないかた
も、上記と同程度（国民年金の障がい等級における
１・２級と同じ）と診断されれば、該当となります
※障がいが重複する場合は、それぞれの障がい程度
を総合的に確認し、手当の等級が認定されます。身
体の機能障がい、病状または精神障がいでそれぞ
れ単独の診断書で受理しても等級の認定に影響が
ない場合には、単独の障がいでの申請となります

に
該
当
し
ま
せ
ん
。

◆
障
が
い
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

◆
病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合



広報なか７月号７

●
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る　

歳
未
満
の
在

２０

宅
の
か
た
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
次
の
場
合
は
受
給
資
格
に
該
当
し
ま

せ
ん
。

◆
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

場
合

◆
障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
の
社

会
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

時
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
請
求
書

○
所
得
状
況
届

○
診
断
書
（
障
が
い
に
よ
っ
て
所
定
の

様
式
が
あ
り
ま
す
）

○
戸
籍
謄
本
（
障
が
い
者
（
児
）
本
人

の
も
の
）

●
手
当
月
額

特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
２
６
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

１
万
４
２
８
０
円

※
平
成　

年　

月
か
ら

２５

１０

特
別
障
害
者
手
当　

２
万
６
０
８
０
円

障
害
児
福
祉
手
当　

１
万
４
１
８
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

２
月
（　

月
分
〜
１
月
分
）

１１

５
月
（
２
月
分
〜
４
月
分
）

８
月
（
５
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１１

１０

●
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

　

請
求
者
や
配
偶
者
お
よ
び
扶
養
義
務
者

の
所
得
が
所
定
の
限
度
額
を
超
え
て
い
る

場
合
は
、
手
当
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

か
た
は
（
支
給
停
止
の
か
た
も
含
む
）、

所
得
状
況
届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

在
宅
心
身
障
害
者
（
児
）
福
祉
手
当
を

受
給
し
て
い
る
か
た
は
（
支
給
停
止
中

の
か
た
も
含
む
）
現
況
調
査
表
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
８
月
分
以
降
１
年

間
の
手
当
支
給
の
可
否
が
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
社
会
福
祉
課
か
ら
通
知
が
あ
り
ま

し
た
ら
期
限
内
に
必
ず
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



※
本
市
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら

２４

法
令
等
の
名
称
を
除
き
、「
障
害
」
の
表

記
は
「
障
が
い
」
と
し
ま
す
。

○
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
年
金
証

書
ま
た
は
額
改
定
通
知
の
写
し

○
口
座
振
替
依
頼
書
（
障
が
い
者
（
児
）

本
人
名
義
の
口
座
）

○
通
帳
（
障
が
い
者
（
児
）
本
人
名
義

の
も
の
）

　

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
１
月
１

２５

日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ

た
場
合
は
、
平
成　

年
度
の
所
得
証
明
書

２５

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	�
�
��
�
�
�
�

●
在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
以
上
の
か
た
（
日
常
生
活
に
お
い
て
常

時
介
護
が
必
要
な
か
た
）
と
同
居
し
、
介

護
し
て
い
る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
で
か
つ
、

常
時
介
護
が
必
要
な
状
態

◆
療
育
手
帳�
・
Ａ

◆
要
介
護
度
４
・
５

●
在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　

在
宅
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る　
２０

歳
未
満
の
か
た
と
同
居
し
、
養
育
し
て
い

る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◆
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級

◆
身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
障
が
い
の
個
別

等
級
４
級

◆
療
育
手
帳 �
・
Ａ
・
Ｂ

◆
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

●
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
、
市
役
所
（
本
庁
）
１
階
の
社

会
福
祉
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
請

時
に
必
要
な
書
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
認
定
申
請
書

○
状
況
書

○
口
座
振
替
依
頼
書
（
請
求
者
本
人
名

義
の
口
座
）

　

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　

年
１
月
１

２５

日
現
在
で
那
珂
市
に
お
住
ま
い
で
な
か
っ

た
場
合
は
、
平
成　

年
度
の
所
得
証
明
書

２５

等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
手
当
月
額

３
０
０
０
円

●
支
給
月
（
支
払
対
象
月
）

４
月
（　

月
分
〜
３
月
分
）

１２

８
月
（
４
月
分
〜
７
月
分
）

　

月
（
８
月
分
〜　

月
分
）

１２

１１



８

市
民
協
働
課
市
民
活
動
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
２
６
３
・
２
６
５
）

問
い
合
わ
せ

平
成　

年
度
那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業（
市
民
提
案
事
業
）の
採
択
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
市
民
活
動
支
援
事
業
（
市
民
提
案
事
業
）
に
つ
い
て
、

２５

７
団
体
（
継
続
４
団
体
、
新
規
３
団
体
）
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

５
月　

日
に
実
施
し
た
選
考
会
に
お
い
て
、
申
込
団
体
ご
と
に
資
料
や
パ

２２

ソ
コ
ン
を
用
い
な
が
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

市
で
は
、
市
民
活
動
団
体
等
に
対
し
て

次
の
事
業
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
だ
活
動
基
盤
が
整
っ
て
い
な
い
市
民

活
動
団
体
や
、
こ
れ
か
ら
新
た
に
市
民
活

動
に
取
り
組
も
う
と
す
る
団
体
が
行
う
、

活
動
基
盤
を
整
え
る
た
め
の
事
業
に
対
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象　

団
体
設
立
後　

か
月
以
内
の
市

１２

民
活
動
団
体
も
し
く
は
那
珂
市
市
民
活

動
団
体
登
録
制
度
実
施
要
領
に
基
づ
き

認
定
さ
れ
る
見
込
み
の
市
民
活
動
団
体

◆
支
援
内
容　

補
助
率
２
分
の
１
・
補
助

限
度
額
５
万
円
（
１
団
体
に
つ
き
１
回

限
り
）

◆
募
集
期
間　

随
時

　

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
団
体
等

が
自
主
的
な
創
意
工
夫
に
よ
り
提
案
し
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
加
え
新
た
に
実
施
す

る
事
業
の
提
案
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

◆
対
象　

市
民
自
治
組
織
お
よ
び
那
珂
市

市
民
活
動
団
体
登
録
制
度
実
施
要
領
に

基
づ
き
認
定
さ
れ
た
市
民
活
動
団
体

◆
支
援
内
容　

補
助
率　

分
の　

・
補
助

１０

１０

限
度
額　

万
円
（
１
事
業
に
つ
き
２
年

５０

ま
で
受
給
可
能
）

◆
募
集
期
間

　

毎
年
２
月
頃
を
予
定　

※
平
成　

年
度
分
の
受
付
は
終
了
し
て
い

２５

ま
す

�
�
�
�
�
�
�
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◆継続団体：２年目◆
那珂市民吹奏楽団
　初心者楽器講習会の開催、中学校吹奏楽部・講習会受講生との合同発表会の
開催、発表会に用いる個人所有が困難な一部の楽器の購入
ＮＰＯひろがる和
　つるしびな制作講座の開催、つるしびなの展示、つるしびなマップの作成、
つるしびなまつりの開催
中里自治会
　夢ホタル（ＬＥＤ照明を使用した地域活性化イベントの開催）、他イベントへ
の参加
下菅谷地区環境・防犯推進協議会
　平地林の保全管理、多目的ポケットプラザの整備、花壇の設置、花木の植栽
◆新規団体◆
特定非営利活動法人夢ＡＫＡＲＩ
　静峰ふるさと公園を中心とした夕涼み会（灯篭等でのライトアップ、昔遊び
体験など）、三世代等を対象とした歩く会（農産物収穫体験を含む）の実施
日独自然保護研究会
　市内で見られる動物や植物、地層の観察に適した場所、施設を概説した「那
珂市　野外観察／体験学習ガイドブック」の作成
瓜連おはなしの会ルピナス
　地域で絵本の読み聞かせボランティアを行う人材の育成、絵本購入、幼稚園・
保育所・小学校の保護者などを対象とした研修講座の実施

�������	
������



広報なか７月号９

保
険
課
保
険
・
年
金
グ
ル
ー
プ

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
１
４
２
〜
１
４
７
）

問　い
合わせ

����
����

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
に
は
、「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　

国
民
年
金
の
月
額
保
険
料
は
、
１
万
５

０
４
０
円
（
平
成　

年
度
）
で
す
が
、
所

２５

得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除

さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
年
金
事
務
所
で
前
年

所
得
な
ど
を
審
査
し
、
承
認
を
受
け
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
期
間
の
全
額
も
し
く
は

一
部
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
免
除
の

承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で

で
す
。
免
除
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
額

等
は
表
１
の
と
お
り
で
す
。

■
全
額
免
除
・
一
部
免
除
の
ほ
か
に
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す

　
　

歳
未
満
の
か
た
で
所
得
が
少
な
く
、

３０
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請

手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
と
、
年
金
事
務

所
で
前
年
の
所
得
な
ど
を
審
査
し
、
承
認

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
期
間
の
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
、
あ
と
か
ら
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
者
本
人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得

が
、
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が

条
件
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

〇
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

〇
印
鑑

※
失
業
等
が
理
由
の
と
き
は
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
、
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
の
い
ず
れ
か
が
必
要
で
す
。

■
原
則
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す

　

全
額
免
除
・
一
部
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
申
請
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
全
額
免
除

ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た

か
た
が
、
申
請
時
に
翌
年
度
以
降
も
申
請

を
行
う
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
場

合
は
、
翌
年
度
以
降
は
、
改
め
て
申
請
を

行
わ
な
く
て
も
、
継
続
し
て
申
請
が
あ
っ

た
も
の
と
し
て
自
動
的
に
審
査
を
行
い
ま

す
。（
失
業
等
を
理
由
と
し
た
場
合
を
除

く
）

■
保
険
料
の
「
追
納
」
を
お
勧
め
し
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
免
除
、
若
年
者
納
付

猶
予
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
め
た
場
合
よ
り
も
老
齢
基
礎

年
金
の
受
取
り
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
期
間
は
、　

年
以
内

１０

で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
度
目

以
降
に
保
険
料
を
追
納
す
る
場
合
に
は
、

承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料
額
に
経
過

期
間
に
応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま

す
。
保
険
料
は
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　

追
納
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合
と
同
じ
年
金
額
で
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■表１　免除を受けた期間の保険料額等

受け取る老齢基礎
年金の計算には？

老齢基礎年金の
受給資格期間には？

保険料額
（月額）

年金額に２分の１
が反映されます

老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります納付なし全額免除制度

年金額に８分の５
が反映されます

４分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

３，７６０ 円
４分の１
納付制度

（４分の３免除）

年金額に４分の３
が反映されます

２分の１を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

７，５２０円
２分の１
納付制度

（２分の１免除）

年金額に８分の７
が反映されます

４分の３を納付すると
老齢基礎年金の受給資
格期間に入ります

１１，２８０円
４分の３
納付制度

（４分の１免除）

注意事項　一部納付（一部免除）制度は、保険料の一部を納付するこ
とにより残りの保険料が免除となる制度です。一部保険料を納付しな
かった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、
将来の老齢基礎年金の年金額に反映されません。また、障害や死亡と
いった不慮の事態が生じた場合に、障害基礎年金または遺族基礎年金
を請求できなくなる場合がありますので、必ず一部保険料を納付して

� �������������������

いただく必要があります。
� ������������������

�

�

�

�
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全額免除および一部免除の所得基準
○全額免除　　（扶養親族等の数＋１）×３５万円＋２２万円
○４分の１納付　 ７８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
○２分の１納付　１１８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等
○４分の３納付　１５８万円＋扶養親族等控除額＋社会保険料控除額等

■表２　平成２５年度に追納する場合の額
（平成２３・２４年度は加算額なし）

４分の１免除２分の１免除４分の３免除全額免除

－７，４３０円－１４，８６０円平成１５年度の月分

－７，３２０円－１４，６４０円平成１６年度の月分

－７，３５０円－１４，６９０円平成１７年度の月分

３，６８０円７，３７０円１１，０５０円１４，７５０円平成１８年度の月分

３，６９０円７，３９０円１１，０８０円１４，７８０円平成１９年度の月分

３，７２０円７，４４０円１１，１７０円１４，８９０円平成２０年度の月分

３，７４０円７，４８０円１１，２２０円１４，９７０円平成２１年度の月分

３，８００円７，６２０円１１，４２０円１５，２４０円平成２２年度の月分

３，７５０円７，５１０円１１，２６０円１５，０２０円平成２３年度の月分

３，７４０円７，４９０円１１，２３０円１４，９８０円平成２４年度の月分
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■
経
営
戦
略
会
議
に
つ
い
て

　

３
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
経
営
戦
略
会

２８

議
に
お
い
て
、
地
域
資
源
の
活
用
、
戦
略

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
、
新

し
い
視
点
か
ら
の
経
済
産
業
の
変
革
、
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化
の
４
項
目
か
ら
な

る
「
平
成　

年
度
那
珂
市
経
営
戦
略
会
議

２４

か
ら
の
提
言
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
い
ば
ら
き
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
基
幹

業
務
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
運
営
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　

４
月　

日
、
常
陸
大
宮
市
、
か
す
み
が

１６

う
ら
市
、
五
霞
町
と
「
い
ば
ら
き
自
治
体

ク
ラ
ウ
ド
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備

運
営
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
本
シ
ス
テ
ム
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

に
住
民
基
本
台
帳
や
税
な
ど
の
住
民
情
報

を
保
管
し
、
専
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
運
用

す
る
も
の
で
、
県
内
初
の
取
り
組
み
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
削
減
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
ほ
か
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

■
デ
マ
ン
ド
交
通
「
ひ
ま
わ
り
タ
ク

シ
ー
」
実
証
運
行
の
開
始
に
つ
い
て

　

新
し
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
デ

マ
ン
ド
交
通
「
ひ
ま
わ
り
タ
ク
シ
ー
」
の

実
証
運
行
を
４
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

４
月
末
現
在
の
利
用
登
録
者
数
は
８
１
９

人
、
利
用
状
況
は
、
運
行
日
数　

日
、
利

２１

用
者
数
は
６
５
５
人
で
１
日
平
均　

・
２

３１

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
第
２
次
那
珂
市
環
境
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

　

第
１
次
那
珂
市
環
境
基
本
計
画
の
成
果

や
課
題
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
度
か
ら
平

２５

成　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
、
今

３４
後　

年
間
の
新
た
な
環
境
施
策
の
指
針
と

１０
な
る
第
２
次
那
珂
市
環
境
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

■
原
子
力
科
学
研
究
所
へ
の
厳
重
注

意
文
の
手
交
に
つ
い
て

　

東
海
村
に
あ
る
Ｊ－

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
ハ
ド
ロ

ン
実
験
施
設
で
起
き
た
放
射
性
物
質
の
漏

洩
事
故
に
つ
い
て
、
５
月　

日
に
独
立
行

３０

政
法
人
日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構
原
子

力
科
学
研
究
所
長
に
対
し
、
厳
重
注
意
文

を
手
交
し
ま
し
た
。

■
地
域
防
災
計
画
の
修
正
に
つ
い
て

　

平
成　

年
３
月　

日
に
発
生
し
た
東
日

２３

１１

本
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
国
の
防
災
基

本
計
画
お
よ
び
県
の
地
域
防
災
計
画
と
の

整
合
性
を
図
る
た
め
「
那
珂
市
地
域
防
災

計
画
」
を
修
正
し
ま
し
た
。

■
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ－

Ａ

Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
つ
い
て

　

武
力
攻
撃
情
報
や
緊
急
地
震
速
報
な
ど

の
緊
急
情
報
に
つ
い
て
、
国
が
人
工
衛
星

を
利
用
し
て
市
の
防
災
無
線
を
自
動
起
動

し
て
放
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
か
ら
の

情
報
を
い
ち
早
く
市
民
に
周
知
す
る
シ
ス

テ
ム
を
稼
動
し
ま
し
た
。

■
社
会
福
祉
協
議
会
の
瓜
連
分
庁
舎

移
転
に
つ
い
て

　

那
珂
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
７
月

１
日
か
ら
瓜
連
分
庁
舎
で
の
業
務
開
始
が

で
き
る
よ
う
、
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

■
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設

に
つ
い
て

　
「
那
珂
市
こ
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
開
所
式
を
４
月　

日
に
行
い
、　

日
か

１２

１５

ら
相
談
や
療
育
指
導
を
開
始
し
ま
し
た
。

５
月　

日
現
在
、
利
用
し
て
い
る
子
ど
も

１４

の
数
は　

人
で
、
今
後
は
、
医
療
機
関
や

８３

県
の
専
門
機
関
か
ら
協
力
を
得
な
が
ら
、

保
護
者
や
保
育
現
場
か
ら
の
相
談
業
務
や

発
達
に
不
安
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
サ
ポ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
八
重
桜
ま
つ
り
に
つ
い
て

　

４
月　

日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
「
八
重

２０

桜
ま
つ
り
」
を
静
峰
ふ
る
さ
と
公
園
で
開

催
し
ま
し
た
。
４
月　

日
か
ら　

日
に

２７

２９

は
、
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
シ
ョ
ー
や
よ
さ
こ

い
ソ
ー
ラ
ン
、
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
、
大
勢
の
家
族
連
れ
や
観
光
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

開
花
が
早
か
っ
た
影
響
も
あ
り
、
期
間

中
の
来
園
者
は
約
３
万
５
千
人
と
例
年
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
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��������	�
��	����

　市長提出議案は報告１０件、条例の制定・一部改正
７件、平成２５年度補正予算３件、その他２件、合わ
せて２２件について審議され、全議案について原案の
とおり可決されました。
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■
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事

２４

業
報
告
お
よ
び
決
算
な
ら
び
に
平
成　

年
２５

度
那
珂
市
土
地
開
発
公
社
事
業
計
画
お
よ

び
予
算
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
第
２
２

１
条
第
３
項
、
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に

関
す
る
法
律
第　

条
第
２
項
お
よ
び
第
３

１８

項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

■
上
菅
谷
駅
舎
改
修
に
つ
い
て

　

上
菅
谷
駅
舎
改
修
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ

と
協
議
を
進
め
て
き
た
結
果
、
４
月　

日
１５

に
上
菅
谷
駅
舎
改
修
工
事
に
関
す
る
協
定

書
を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
、
Ｊ
Ｒ
に
よ

り
７
月
頃
か
ら
駅
舎
改
修
工
事
が
始
ま
る

予
定
で
す
。

■
下
菅
谷
地
区
の
相
続
未
済
地
に
つ

い
て

　

下
菅
谷
地
区
の
相
続
未
済
地
に
つ
い
て

は
、
５
月
７
日
に
所
有
権
移
転
の
登
記
が

完
了
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

後
台
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
１
工
区
）

工
事
、
菅
谷
西
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
２

工
区
）工
事
、
門
部
地
区
汚
水
管
布
設（
第

１
工
区
）
工
事
、
横
堀
地
区
№
５
マ
ン

ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
設
置
工
事
を
３
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
発
注
し
ま
し
た
。

　

寄
居
地
区
汚
水
管
布
設
（
第
２
工
区
）

工
事
を
５
月
に
発
注
し
ま
し
た
。
ま
た
、

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
拡
大
業
務
委

託
を
４
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

　

鴻
巣
Ⅱ
地
区
管
路
施
設
幹
線
２
号
線

（
第
４
工
区
）工
事
を
３
月
に
発
注
し
ま
し

た
。
ま
た
、
酒
出
地
区
農
業
集
落
排
水
事

業
調
査
設
計
業
務
委
託
お
よ
び
鴻
巣
Ⅱ
地

区
管
路
施
設
実
施
設
計
業
務
委
託
を
５
月

に
発
注
し
ま
し
た
。

■
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

東
海
村
か
ら
給
水
を
受
け
て
い
た
向
山

保
登
内
地
区
が
、
４
月
１
日
か
ら
那
珂
市

の
給
水
区
域
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
菅
谷
地
区
老
朽
管
更
新（
第
１
工
区
）

工
事
、
寄
居
地
区
配
水
管
移
設
（
第
１
工

区
）
工
事
、
配
水
管
布
設
工
事
実
施
設
計

業
務
委
託
お
よ
び
南
酒
出
塙
遺
跡
発
掘
調

査
業
務
委
託
を
５
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
小
学
校
、
中
学
校
施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て

　

芳
野
小
学
校
特
別
教
室
棟
増
築
工
事
お

よ
び
中
学
校
扇
風
機
設
置
工
事
を
５
月
に

発
注
し
ま
し
た
。

■
総
合
公
園
屋
内
プ
ー
ル
平
日
パ
ス

ポ
ー
ト
の
利
用
開
始
に
つ
い
て

　

総
合
公
園
屋
内
プ
ー
ル
の
利
用
促
進
を

図
る
と
と
も
に
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進

を
目
的
と
し
て
、
４
月
か
ら
平
日
利
用
パ

ス
ポ
ー
ト
の
利
用
を
設
定
し
ま
し
た
。
５

月
末
現
在
の
パ
ス
ポ
ー
ト
購
入
者
は　

人
９０

で
、　

歳
以
上
の
か
た
が
約
半
数
を
占
め

６０

て
い
ま
す
。
入
場
者
数
は
昨
年
同
時
期
と

比
較
し
て
約　

％
増
の
２
３
０
９
人
と

３１

な
っ
て
い
ま
す
。

■
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
に
つ
い
て

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
「
額
田
城
に
届
い

た
伊
達
政
宗
の
密
書
」
の
特
別
展
を
４
月

　

日
か
ら
５
月　

日
ま
で　

日
間
開
催

２７

１２

１４

し
、
３
９
９
１
人
の
来
館
者
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
５
月
３
日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

ぽ
ー
る
に
お
い
て
、
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
新
発
見
『
小
野
崎
文
書
』
の
世
界
」
を
開

催
し
、
県
内
外
か
ら
約
３
５
０
人
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
い
て
は
、
３
月
１

日
か
ら
５
月　

日
ま
で
に
事
業
所
や
学
校

３１

な
ど
を
対
象
と
し
て　

回
行
い
、
２
１
７

１４

４
人
が
参
加
し
て
、
防
火
防
災
知
識
の
習

得
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
普
通
救
命
講
習
会
を　

回
行
い
、

１２

２
９
７
人
が
修
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、
応

急
手
当
の
普
及
の
た
め
、
新
た
に
救
命
入

門
コ
ー
ス
（
受
講
対
象
者：

小
学
４
年
生

以
上
、
講
習
時
間：

　

分
）
を
２
回
行
い
、

９０

　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

４２
　

火
災
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
建
物
２

件
、
林
野
３
件
、
車
両
１
件
で
合
計
６
件
、

救
急
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
急
病
２
４

２
件
、
交
通
事
故　

件
、
そ
の
他　

件
で

４３

８１

合
計
３
６
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
出
水
期
を
前
に
洪
水
に
よ
る
水

害
の
未
然
防
止
や
軽
減
を
図
る
た
め
、
５

月　

日
に
常
陸
太
田
市
粟
原
町
地
先
久
慈

２５
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
那
珂
市
・
常
陸
太

田
市
・
日
立
市
・
常
陸
大
宮
市
・
東
海
村

の
４
市
１
村
に
よ
り
、
平
成　

年
度
久
慈

２５

川
水
系
連
合
水
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
係
る
対
応
に
つ

い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
空

間
放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い

ま
す
。
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所
や

学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産
さ

れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食
に

お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防
止

に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定
結
果

に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙

な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
対
策
の
総
合
的
か
つ
円
滑
な
実
施

を
図
る
た
め
関
係
機
関
な
ど
と
災
害
時
応

援
協
定
を
締
結
し
、
支
援
や
協
力
体
制
の

整
備
を
引
き
続
き
進
め
て
い
ま
す
。
４
月

５
日
に
神
奈
川
県
海
老
名
市
お
よ
び
桜
川

市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
相
互
応
援
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
平
成　
２０

年
４
月
に
那
珂
市
歯
科
医
師
会
と
締
結
し

た
「
災
害
時
の
歯
科
医
療
救
護
活
動
に
関

す
る
協
定
」
に
つ
い
て
、
東
日
本
大
震
災

な
ど
の
反
省
を
踏
ま
え
て
避
難
所
に
お
け

る
口
腔
ケ
ア
の
実
施
な
ど
の
対
策
を
追
加

し
、
５
月
２
日
に
新
た
な
「
災
害
時
の
歯

科
医
療
救
護
に
つ
い
て
の
協
定
」
と
し
て



１２

締
結
し
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
下
水
道
施

設
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
平
野
・
古
徳
・

中
里
地
区
下
水
道
施
設
災
害
復
旧
工
事
、

杉
地
区
下
水
道
施
設
災
害
復
旧
工
事
、
菅

谷
地
区
下
水
道
施
設
災
害
復
旧
（
第
１
工

区
）
工
事
、
菅
谷
地
区
下
水
道
施
設
災
害

復
旧
（
第
２
工
区
）
工
事
を
５
月
に
発
注

し
ま
し
た
。

　

農
畜
産
物
の
損
害
賠
償
に
つ
い
て
は
、

５
月
末
ま
で
の
申
請
状
況
は
、
賠
償
金
の

請
求
取
り
消
し
な
ど
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
ひ
た

ち
な
か
請
求
者
数
を
含
め
、
累
計
で
１
０

７
件
、
請
求
額
８
２
１
０
万
円
で
す
。
ま

た
、
請
求
に
伴
う
東
京
電
力
か
ら
の
支
払

い
に
つ
い
て
は
、
賠
償
額
返
還
な
ど
に
よ

り
５
月　

日
現
在
で
、
支
払
総
額
７
６
２

２０

２
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に
よ
る
国
の

支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害
見
舞
金
を

支
給
し
て
お
り
、
４
月
末
現
在
の
支
給
状

況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

国
の
支
援
金
は
、
全
壊
が
１
８
４
件
、

大
規
模
半
壊
が
９
件
、
合
計
１
９
３
件
で

総
額
２
億
４
１
０
０
万
円
で
す
。
県
の
災

害
見
舞
金
は
、
半
壊
１
７
９
件
で
５
３
７

万
円
で
す
。
市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全

壊
が　

件
、
半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家

４６

の
半
壊
以
上
が
２
７
８
件
、
合
計
５
６
６

件
で
総
額
１
９
４
８
万
円
で
す
。
ま
た
、

災
害
援
護
資
金
の
貸
付
は
、　

件
で
１
９

１０

３
０
万
円
で
す
。

　

震
災
後
か
ら
受
け
付
け
て
き
た
那
珂
市

へ
の
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
３
月　

日
を

２９

も
っ
て
受
付
を
終
了
し
、
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
義
援
金
の
総
額
は
１
２
６
４
万
８

０
３
７
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
義
援
金

の
配
分
に
つ
い
て
３
月　

日
に
第
２
回
那

２５

珂
市
災
害
義
援
金
配
分
委
員
会
を
開
催

し
、
被
災
者
へ
の
配
分
額
を
決
定
し
ま
し

た
。
被
災
者
へ
の
最
終
的
な
配
分
額
は
死

亡
お
よ
び
全
壊
世
帯
に
７
万
４
６
０
２

円
、
大
規
模
半
壊
お
よ
び
半
壊
世
帯
に
３

万
７
３
０
１
円
と
な
り
ま
し
た
。
清
算
後

の
残
金
に
つ
い
て
は
災
害
対
策
基
金
に
積

み
立
て
し
ま
す
。

　

義
援
金
は
国
お
よ
び
県
か
ら
の
義
援
金

と
合
わ
せ
て
支
給
し
て
お
り
、
５
月
末
現

在
の
支
給
状
況
は
、
死
亡
４
件
、
全
壊　
４５

件
、
大
規
模
半
壊　

件
、
半
壊
２
２
９
件

１３

の
合
計
２
９
１
件
で
、
総
額
２
億
３
２
３

２
万
８
０
９
８
円
で
す
。

平
成　

年
６
月
４
日

２５
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全議案可決市 長 提 出 議 案

◎報告

専決処分について（那珂市税条例の一部を改正する条例）
／専決処分について（那珂市都市計画税条例の一部を改正
する条例）／専決処分について（那珂市国民健康保険税条
例の一部を改正する条例）／平成２４年度那珂市一般会計繰
越明許費繰越計算書について／平成２４年度那珂市下水道事
業特別会計繰越明許費繰越計算書について／平成２４年度那
珂市農業集落排水整備事業特別会計繰越明許費繰越計算書
について／平成２４年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理
事業特別会計繰越明許費繰越計算書について／平成２４年度
那珂市一般会計継続費繰越計算書について／平成２４年度那
珂市一般会計事故繰越し繰越計算書について／平成２４年度
那珂市水道事業会計予算繰越計算書について

◎条例の制定・一部改正

那珂市原子力発電施設等立地地域における固定資産税の特
別措置に関する条例の一部を改正する条例／那珂市税条例
の一部を改正する条例／那珂市都市計画税条例の一部を改
正する条例／那珂市災害対策本部条例の一部を改正する条
例／那珂市と茨城県信用保証協会との損失補償金寄託契約
に基づく回収納付金を受け取る権利の放棄に関する条例の
一部を改正する条例／那珂市法定外公共物管理条例の一部
を改正する条例／那珂市道路占用料徴収条例の一部を改正
する条例

◎平成２５年度補正予算

平成２５年度那珂市一般会計補正予算（第１号）／平成２５年
度那珂市下水道事業特別会計補正予算（第１号）／平成２５
年度那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算（第１
号）

◎その他（同意を含む）

人権擁護委員の推薦について／那珂市固定資産評価審査委
員会委員の選任について
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生涯学習課スポーツ推進室
�２９７・００７７
水戸ホーリーホック
�２１２・７７００

　

８
月　

日
（
日
）
に
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ

１１

ジ
ア
ム
水
戸
で
行
わ
れ
る
水
戸
ホ
ー
リ
ー

ホ
ッ
ク　

栃
木
Ｓ
Ｃ
の
試
合
は
、「
那
珂
市

vs

の
日
」
と
し
て
、
那
珂
市
に
在
住
・
在
学
さ

れ
て
い
る
か
た
は
入
場
無
料
に
な
り
ま
す
。

　

今
季
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク
は
、
就

任
３
年
目
を
迎
え
る
柱
谷
哲
二
監
督
の
指

揮
の
も
と
、　

チ
ー
ム
中　

位
（
７
月
１

２２

１２

日
現
在
）
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

隣
県
で
あ
る
栃
木
と
の
対
戦
は
「
北
関

東
ダ
ー
ビ
ー
」
と
呼
ば
れ
、
毎
回
白
熱
し

た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　

当
日
は
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
水

戸
に
足
を
運
び
、
那
珂
市
の
皆
さ
ん
の
声

援
で
選
手
を
後
押
し
し
、
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
に
勝
利
を
呼
び
込
み
ま
し
ょ
う
！
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������������

�������� ��	
����������
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�����������	
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那
珂
市
は
、
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ
ク

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
推
進
協
議
会
に
加
盟

し
、
同
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

問　い
合わせ

　サポーターの皆様の声援は
私たち選手の大きな力です。
試合終盤の苦しい時も、声援
が後押しとなり勇気を与えて
くれます。
　栃木戦は北関東ダービーで
す。私たちにとっては絶対に
負けられない相手です。
　ぜひケーズデンキスタジア
ム水戸にお越しいただき、私
たちとともに戦ってくださ
い。
　皆様のご来場をお待ちして
おります。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
を
経

て
、
電
力
需
給
の
状
況
は
改
善
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
節
電
を
一
時
的
な
も
と
せ

ず
、「
長
続
き
す
る
節
電
」
と
し
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

必
要
の
な
い
照
明
は
消
す
、
電
気

製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
、
自
然

の
風
を
取
り
入
れ
、
冷
房
機
器
の
使

用
を
控
え
る
な
ど
、
家
庭
で
の
自
発

的
な
節
電
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
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夏
期
の
電
力
不
足
に
対
し
て
節
電

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
行
き
過
ぎ
た
節
電
は
、
熱
中
症

等
の
健
康
被
害
を
生
じ
る
恐
れ
も
あ

る
た
め
、
過
度
な
自
粛
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
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・室温は２８℃ を目安に。
・エアコンや扇風機を上手に使う。
・フィルターをこまめに掃除する。
�����

・不要な照明は消したり、照度を落とす。　
・白熱電球を蛍光ランプやLEDランプに交換する。
����

・見ないときは消し、省エネモードに設定する。
����

・冷蔵庫の設定を適切に（「強」から「中」に）。
・ものを詰め込みすぎない。
�������	
��

・使わない家電製品はコンセントから抜く。
※これらの他にも、節電・省エネに有効な
様々な取り組みがあります。無理のない範
囲で「長続きする節電」へのご協力をお願
いします

環境課環境グループ
�２９８・１１１１（内線４４７～４４９）

問　い
合わせ



１４

　

お
口
の
中
の
症
状
で
、
あ
て
は
ま
る

も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
歯
が
ズ
キ
ズ
キ
す
る

○
歯
が
し
み
る

○
噛
む
と
痛
い

○
歯
が
浮
く

○
歯
ぐ
き
が
は
れ
た

○
血
が
出
る

○
膿
（
う
み
）
が
出
る

○
つ
め
物
、
か
ぶ
せ
物
が
取
れ
た
・
飲

み
込
ん
だ

○
歯
が
欠
け
た
、
折
れ
た
、
抜
け
た

○
歯
が
動
く
、
ぐ
ら
ぐ
ら
す
る

○
入
れ
歯
が
あ
た
っ
て
痛
い

○
入
れ
歯
が
こ
わ
れ
た

○
口
内
炎
な
ど
が
で
き
た

○
口
臭
が
気
に
な
る

○
口
が
開
き
に
く
い

○
あ
ご
を
動
か
す
と
音
が
す
る

　

ひ
と
つ
で
も
当
て
は
ま
る
症
状
が

あ
っ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
師

に
診
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。

◎
歯
医
者
さ
ん
に
行
く
前
に

１
歯
み
が
き
を
忘
れ
ず
に
！

２
自
分
の
歯
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
い
け
た

ら
最
高
！

３
保
険
証
や
医
療
証
を
忘
れ
ず
に
！

４
お
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
た
は
そ
の
薬

ま
た
は
薬
の
説
明
書
を
忘
れ
ず
に
！

���� ������

小林デンタルクリニック
小林克男　先生

放っておかないで
こんな症状
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�
�
消

防
本
部

　
�
２
９
５
・
２
１
１
１

問
い
合
わ
せ

　

久
慈
川
水
系
連
合
水
防
訓
練
を
５
月　
２５

日
、
常
陸
太
田
市
粟
原
町
地
先
の
久
慈
川

河
川
敷
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
出
水
期
を
前
に
水
防
技

術
の
向
上
と
水
防
体
制
の
充
実
、
住
民
の

水
防
に
対
す
る
理
解
と
協
力
を
深
め
る
こ

と
に
よ
り
、
洪
水
に
よ
る
被
害
の
未
然
防

止
や
軽
減
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
国
土

交
通
省
を
は
じ
め
、
茨
城
県
土
木
部
各
関

係
機
関
の
協
力
に
よ
り
那
珂
市
、
常
陸
太

田
市
、
日
立
市
、
常
陸
大
宮
市
、
東
海
村

の
５
市
村
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、「
土
の
う
こ
し
ら
え
」、「
竹
と

げ
」、「
木
流
し
」、「
む
し
ろ
張
り
」、「
五

徳
縫
い
」、「
折
り
返
し
」、「
積
土
の
う
」、

「
月
の
輪
」
工
法
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
竹
と
げ
」
工
法
は
、
各
種
水
防
工
法
に

使
用
す
る
竹
の
先
端
を
尖
ら
せ
る
も
の
で

�
��
�
�
�
�
	


�
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す
。「
木
流
し
」
工
法
お
よ
び
「
む
し
ろ
張

り
」
工
法
と
は
、
堤
防
の
川
側
斜
面
の
深

掘
れ
（
洗
堀
）
の
進
行
を
抑
え
る
工
法
で
、

投
入
し
た
樹
木
の
抵
抗
力
や
む
し
ろ
（
現

在
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
使
用
）
に
骨

組
み
材
や
重
し
土
の
う
を
取
り
付
け
た
状

態
で
河
川
に
投
入
し
直
接
堤
防
を
保
護
す

る
も
の
で
す
。「
五
徳
縫
い
」工
法
お
よ
び

「
折
り
返
し
」
工
法
は
、
堤
防
の
天
端
や
裏

側
に
亀
裂
が
生
じ
た
場
合
に
竹
の
弾
力
性

を
利
用
し
亀
裂
の
拡
大
を
防
ぐ
も
の
で

す
。「
月
の
輪
」
工
法
は
、
堤
防
か
ら
漏
水

し
て
い
る
場
合
、
漏
水
箇
所
周
辺
に
土
の

う
を
月
の
輪
状
に
積
み
上
げ
水
深
を
保
つ

こ
と
に
よ
り
、
川
側
と
の
水
位
差
を
小
さ

く
し
、
漏
水
量
の
増
加
を
抑
え
、
堤
防
内

部
の
土
砂
流
出
に
よ
る
決
壊
を
防
止
す
る

も
の
で
す
。

　

那
珂
市
水
防
団
は
、
今
回
の

水
防
訓
練
を
は
じ
め
、
水
害
か

ら
市
民
を
守
る
た
め
に
日
々
努

力
を
重
ね
て
い
ま
す
。
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◆発達に関する相談は随時受け付けています。

◆詳細は、「すまいる」までお問い合わせください。

　今回は、「すまいる」で実施している『巡回発達相談（施設支援）』
を紹介します。

　巡回発達相談（施設支援）は、市内の保育園（所）、幼稚園、託児
所など乳幼児を預かる集団施設を対象に、「すまいる」の指導員が施
設を訪問して、施設の職員が日々の保育の中で子どもたちにどのよ
うに対応すればいいか、「すまいる」がどのようなサポートができる
かなどを一緒に考えていく事業です。
　また、施設を利用している乳幼児の保護者も、希望する場合には、
その施設内で相談もできます。費用は無料です。
　利用を希望する、また希望をしてみたいとお考えの施設は、「すま
いる」にお問い合わせください。

◆相談時間　午前８時３０分～午後５時

◆休　　館　土・日曜日、祝日、年末年始

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

●
所
定
の
用
紙
を
用
い
な
い
も
の

【
理
由
】　

投
票
用
紙
は
公
製
公
給
す
る
も
の
な
の
で
、
所
定
の
用
紙
以
外
は
無
効
投
票

に
な
り
ま
す
。

●
公
職
の
候
補
者
で
な
い
者
、
ま
た
は
、
公
職
の
候
補
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

の
氏
名
を
記
載
し
た
も
の

【
理
由
】　

選
挙
は
立
候
補
制
度
の
た
め
、
他
の
選
挙
や
他
の
選
挙
区
の
候
補
者
な
ど
、

当
該
選
挙
の
候
補
者
で
な
い
者
を
書
い
た
場
合
、
無
効
投
票
と
な
り
ま
す
。

●
１
つ
の
投
票
に
２
人
以
上
の
候
補
者
の
氏
名
を
記
載
し
た
も
の

【
理
由
】　

１
人
１
票
の
単
記
投
票
の
原
則
か
ら
、
候
補
者
Ａ
、
候
補
者
Ｂ
と
２
人
書
い

た
場
合
、
ど
ち
ら
の
候
補
者
に
投
票
し
た
の
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
無
効
投

票
と
な
り
ま
す
。

●
候
補
者
の
氏
名
の
ほ
か
他
事
を
記
載
し
た
も
の

【
理
由
】　

秘
密
投
票
の
原
則
か
ら
、
候
補
者
名
以
外
に
他
事
を
記
載
す
る
と
無
効
投
票

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
が
ん
ば
れ
○
○
○
○
」、「
◇
◇
◇
◇�
」
な
ど

で
す
。
た
だ
し
、
職
業
、
身
分
の
類
の
記
載
は
、
有
効
投
票
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
白
紙
投
票
、
単
な
る
雑
事
、
記
号
等
を
記
載
し
た
も
の

【
理
由
】　

こ
れ
ら
の
票
は
、
候
補
者
の
誰
を
記
載
し
た
か
確
認
し
難
い
投
票
と
し
て
、

無
効
投
票
に
な
り
ま
す
。

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

���������	
��

発達について心配のある幼稚園入園前の
お子さんとその保護者に、親子で参加す
る遊びの集団教室です。

������

�������	
���

小学校に就学前までのお子さんとその保
護者に、指導員と親子の１対１で行う遊
びの教室です。必要に応じて小集団の遊
びも行います。
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�　
無
効
投
票
と
は
、
適
法
な
記
載
が
さ
れ
て
い
な
い
票
や
適
法
な
投
票
用
紙
を
使
用
し

て
い
な
い
場
合
な
ど
を
い
い
ま
す
。

　

無
効
投
票
と
な
る
場
合
の
一
例
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
衆
議
院
比
例
代
表
選
挙
、
参
議
院
比
例
代
表
選
挙
以
外
の
場
合

�



１６

那珂市消費生活センター です
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那珂市消費生活センター
�２９８‐１１１１
　（内線１１８）
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　突然知らない業者から「注文を受けた健康食品が準備できたので代引きで送る」と

電話があり、注文した覚えがなかったので断ると、「注文を受けたときの録音もある。

裁判に出してもいいんだ」など、とても強引な口調で勧誘する手口が増えています。

�������	
�������������

◆申し込んだ覚えがないのに、一方的に「商品を送る」などと言われても、身に覚えがなけれ
ばきっぱり断りましょう。
◆承諾していないのに商品を送り付けられたときは、代金支払いの義務はなく、受け取る必要
もありませんので、受け取り拒否をしましょう。また、その際に、業者名や連絡先を控えて
おきましょう。
◆電話で勧誘され、断りきれずに承諾し、商品が届いてしまっても、クーリング・オフができ
る場合があります。速やかに消費生活センターにご相談ください。

�������

問　い
合わせ

　那珂市消費生活センターでは、消費生活に関する講座をご
希望の団体・グループ（１０人以上）を募集しています（内容
についてはご相談ください）。出前講座をご希望のかたはご
連絡ください。

������

注文した
？ 代金引換？
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染等の基準を下回っています。

○その他の高さの測定値はホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７６
こども課  内線２５２
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　５月１５日から６月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。

��������	
�����

○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

６月５日０．０７９本米崎小学校

学校教育課

６月６日０．０８４横堀小学校

６月５日０．０７０額田小学校

６月４日０．０７７菅谷小学校

６月４日０．０７７菅谷東小学校

６月４日０．０８９菅谷西小学校

６月４日０．０８１五台小学校

６月４日０．１０１戸多小学校

６月３日０．０８０芳野小学校

６月３日０．０８０木崎小学校

６月４日０．０９６瓜連小学校

６月６日０．０７６横堀幼稚園

６月３日０．０７２額田幼稚園

６月４日０．０７１菅谷幼稚園

６月５日０．０９９菅谷西幼稚園

６月５日０．０９４五台幼稚園

６月３日０．０７４芳野幼稚園

６月３日０．０５９那珂第一中学校

６月４日０．０９３那珂第二中学校

６月４日０．０６８那珂第三中学校

６月５日０．０５７那珂第四中学校

６月３日０．０７７瓜連中学校

６月５日０．０８０茨城学園

６月４日０．０５９ナザレ幼稚園

６月４日０．１０１さいせい幼稚園

６月６日０．０７９大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

６月５日０．０９２保健センター（ひだまり）健康推進課

６月６日０．０８６中央公民館

生涯学習課

６月６日０．０９１図書館

６月７日０．０９６那珂総合公園

６月２日０．１０２歴史民俗資料館

６月７日０．１０８ふれあいの杜公園

６月１２日０．０８４ふれあいセンターよこぼり

市民協働課
６月１２日０．０９６ふれあいセンターごだい

６月１２日０．０８６ふれあいセンターよしの

６月１２日０．０９０総合センターらぽーる

６月１４日０．１０１那珂聖苑那珂聖苑

６月７日０．１１４中谷原公園
都市計画課

６月７日０．０９６宮の池公園

６月５日０．０８４一の関ため池親水公園
商工観光課

６月４日０．１０１静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

６月１１日０．０７９菅谷保育所

こども課

６月１１日０．０７４額田保育所

６月３日０．０９１ゆたか保育園

６月４日０．０８４かしま台保育園

６月５日０．０８１ごだい保育園

６月３日０．０７８瓜連保育園

６月１１日０．０８１子育て支援センター



１８

茨
城
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
�
ツ
大
会

女
性
の
力
で
那
珂
市
を
元
気
に
�

　

５
月　

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

２５

よ
し
の
で
、
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

な
か
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
か
は
、

平
成
９
年
２
月
に
設
立
さ
れ
、
各

種
研
修
会
や
団
体
間
の
情
報
交
換

を
と
お
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
促
進
に
取
り
組
み
、
女
性

の
力
で
ま
ち
を
活
性
化
す
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
事
業
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
、
新
年
度
へ
向
け
て
一
層

の
団
結
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

６
月　

日
、
那
珂
市
体
育
協
会

１９

主
催
第　

回
（
春
）
那
珂
市
民
歩

２５

く
会
が
、
奥
日
光
方
面
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

昨
年
は
台
風
の
た
め
中
止
に

な
っ
た
春
の
歩
く
会
、
今
年
は
曇

り
空
の
下
、　

人
の
参
加
者
が
、
湯

８４

滝
か
ら
戦
場
ヶ
原
、
小
田
代
ヶ
原

を
経
て
竜
頭
の
滝
ま
で
の
約　
 
㎞
１０

の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
高
原
の
自
然
観
察
を
し
な

が
ら
、
澄
ん
だ
空
気
の
中
を
歩

き
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
い
ま
し
た
。

高
原
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

県
央
地
域
ノ
�
マ
イ
カ
�
ウ
ィ
�
ク

　

６
月　

日
〜　

日
の
２
週
間
、

１７

３０

公
共
交
通
利
用
促
進
・
地
球
温
暖

化
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
、

県
央
地
域
９
市
町
村
統
一
ノ
ー
マ

イ
カ
ー
ウ
ィ
ー
ク
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
運
動
は
公
共
交
通
の
重

要
性
や
優
位
性
、
過
度
な
マ
イ

カ
ー
利
用
が
も
た
ら
す
地
球
温
暖

化
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
意
識
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平

成　

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

２１

　

こ
れ
に
合
わ
せ
、
海
野
市
長
も

６
月　

日
・　

日
に
徒
歩
で
市
役

１９

２６

所
へ
通
勤
し
ま
し
た
。

　

５
月　

日
・　

日
・
６
月
２
日
、

１９

２６

第　

回
茨
城
県
ゆ
う
あ
い
ス
ポ
ー

１５
ツ
大
会
が
笠
松
運
動
公
園
等
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
と
と
も
に
、
県
民
の
心
身
障
が

い
児
者
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

開
会
式
で
は
、
那
珂
市
の
選
手

に
よ
る
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
大
会
は
３
０
０
０
人

余
り
の
選
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
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６
月
７
日
、
那
珂
市
農
業
後
継

者
ク
ラ
ブ（
会
長
綿
引
太
一
さ
ん
・

門
部
）
の
皆
さ
ん
か
ら
那
珂
市
役

所
を
は
じ
め
、
中
央
公
民
館
、
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま

り
」
な
ど
市
内
の
公
共
施
設
８
か

所
に
ベ
ゴ
ニ
ア
の
プ
ラ
ン
タ
ー　
４０

鉢
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在　

人
の
会
員
で
活
動
し
て

１８

い
る
同
ク
ラ
ブ
は
、
こ
の
活
動
を

　

年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２０今
年
も
色
と
り
ど
り
の
花
で
、
施

設
を
訪
れ
る
か
た
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
ク
ラ
ブ
が
花
を
寄
贈

大
人
も
子
ど
も
も�
ガ
ヤ
ガ
ヤ
�
カ
ミ
ス
ガ
�

　

６
月
２
日
、「
第
６
回
ガ
ヤ
ガ
ヤ

☆
カ
ミ
ス
ガ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
宮
の
池
公
園
通
り
に
２
か
月

ご
と
に
出
現
し
て
い
る
商
店
街

は
、
今
回
も
多
彩
な
商
店
が
立
ち

並
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
り
に
は
、
毎
回
恒
例

と
な
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
や
軽
ト
ラ
寄
席
が
あ
り
、
多
く

の
か
た
が
足
を
止
め
、
隣
接
の
宮

の
池
公
園
で
は
子
ど
も
に
人
気
の

カ
ブ
ト
虫
型
マ
シ
ン
の
乗
車
体
験

や
、
ポ
ニ
ー
の
乗
馬
体
験
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

　

仲
田
桃
子
さ
ん
（
那
珂
三
中
１

年
）
は
昨
年
、
５
０
４
２
点
の
応

募
が
あ
っ
た
「
平
成　

年
度
茨
城

２４

県
『
輝
く
郷
土
の
先
人
』
新
聞
等

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
、　

点
が
選
ば

１０

れ
た
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

根
本
正
顕
彰
会（
會
澤
義
雄
会
長
）

で
は
、「
根
本
正
の
存
在
を
県
内
外

に
広
く
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
」

と
し
、
仲
田
さ
ん
を
総
会
で
表
彰

し
ま
し
た
。
仲
田
さ
ん
は
「
今
後

も
、
人
に
優
し
く
、
平
和
を
愛
し

た
根
本
正
の
心
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

根
本
正
の
心
を
大
切
に

消
費
者
月
間
を
�
�

　

５
月　

日
、
消
費
者
月
間
統
一

２４

テ
ー
マ
「
学
ぶ
こ
と
か
ら
は
じ
め

よ
う
〜
自
立
し
た
消
費
者
に
向
け

て
〜
」
の
Ｐ
Ｒ
を
カ
ス
ミ
那
珂
店

で
実
施
し
ま
し
た
。　

　

那
珂
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の

ほ
か
那
珂
市
内
の
消
費
者
団
体

「
那
珂
市
生
活
学
校
」、「
那
珂
市
食

生
活
改
善
推
進
員
連
絡
協
議
会
」、

「
新
日
本
婦
人
の
会
那
珂
支
部
」、

「
ス
ワ
ン
暮
ら
し
の
会
」、「
い
ば
ら

き
コ
ー
プ
北
西
エ
リ
ア
会
」
の
会

員
が
、
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
を

来
店
者
に
配
布
し
ま
し
た
。



２０

善意銀行へ
ご協力ありがとうございます

５月１５日～６月１４日（敬称略）

悠友会 ５，０００円
萩谷利幸 １５，０００円
野木利三郎 １０，０００円
ぴっぴお話の会　南波久代
 ４，０４１円
※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

� 人の動き �
那珂市の人口（６月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，５５３人 （－２５）
　女　　　２８，４５２人 （＋５）
　計　　　５６，００５人 （－２０）
世帯数　　２１，５２６世帯 （　０）

○出生　３１人
○死亡　４５人

（５月１日～３１日）

� 国保ミニ情報  �

○那珂市国保の加入者数　１５，９３２人

　（平成２５年５月末現在・

 前月比６３人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　２億９，９２５万円

　（平成２５年５月・

 前月比１，２８５万円増）
※皆さんの日頃の健康づくり、病気予
防の心がけが医療費の増加、ひいて
は国保税の増額を抑えることにつな
がります。ご協力をお願いします

�������	
��

�������

　東海村にある大強度陽子加速器
施設「Ｊ－ＰＡＲＣ」で、５月２３
日に放射性物質が漏えいする事故
が発生したことを受けて、５月３０
日、海野市長と福田市議会議長の
連名で、独立行政法人日本原子力
研究開発機構原子力科学研究所に
対して厳重注意を行い、第一に市
民の安全を最優先すること、そし
て、徹底的な原因究明と再発防止
策、通報連絡体制の改善などを強
く求めました。

� 今月の納税  �

○固定資産税・都市計画税 ２期
○国民健康保険税（普通徴収） １期
○後期高齢者医療保険料（普通徴収） １期

納期限：７月３１日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

�������	
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　５月２８日、那珂市民間交通安全
指導員から３１，６４２円が、また、
同指導員隊長加藤昭さんから
５００，０００円が那珂市に寄付されま
した。
　寄付いただいたお金は、市の
様々な施策に活用していきます。

�������	
���

�������	
���

�������	


　５月２８日に那珂市社会福祉協議
会の新会長に中村健さんが、６月
２７日に那珂市シルバー人材セン
ターの新理事長に瀬谷正志さん
が、それぞれ就任しました。６月
２８日には、２人揃って海野市長を
訪問しました。
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●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ URL
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●メールアドレス
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●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

４日　小野瀬医院 （後台）

�２９５－２２２１

１１日　西山堂慶和病院 （鴻巣）

�２９５－５１２１

１８日　那珂記念クリニック （中台）

�３５３－２８００

２５日　ののがき脳神経外科クリニック

 （中台）

�３５２－０５５５

■診療時間／９：００～１１：３０

※受診の際、必ず当該医療機関へ電

話で問い合わせください

※診療時間外は、「茨城県救急医療情

報コントロールセンター」（�２４１
－４１９９）、または「那珂市消防本

部」（�２９５－２１１１）へお問い合わせ

ください

８月の休日当番医

日時／８月７日（水）、２１日（水）、
　　　　　２８日（水）
　　　９：００～１５：００
場所／

総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（瓜連支所分庁舎内）

�２２９－０３０９

　毎年６月から１０月の間は、大雨や台
風などにより河川が増水し、洪水が発
生しやすいことから、「出水期」と呼び、
警戒を強めることとしています。特に
那珂市は那珂川と久慈川にはさまれ、
はん濫が起きやすい地区があります。
　市では、万が一に備えた対策を行っ
ていますが、市民の皆さんも「自分の
身は自分で守る」という意識を持ち、
日ごろからの準備、家庭や地域での助
け合いをお願いします。
【大雨時】

　近年はゲリラ豪雨がたびたび発生し、
農地の見回りに出かけ、増水した河川、
水路に流される事故が発生しています。
　また、短時間に大量の雨が降ってい
る時は視界が大変悪くなるため、交通
事故も発生しやすくなります。このよ
うなときは、外出をできるだけ控えて
ください。増水した河川、農業用水路
等には近づかないようお願いします。
【土砂崩れ】

　土砂災害は、大雨や長期間連続の降
雨により、土の中の水分が一定量を超
えると発生するため、このようなとき
は警戒を要します。
　次のような兆候があったときは、注
意が必要です。

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
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�
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心配ごと相談 【土砂災害が発生しやすい兆候】

○地面がひび割れ、一部分の陥没や隆
起ができたとき
○池や沼の水位が急に変わったとき
○急に川の水が濁ったとき
○崖から小石がぱらぱらと落ちてきた
とき
○崖に割れ目ができたり、崖から水が
わき出たとき
問い合わせ／

防災課防災グループ

�２９８－１１１１　内線４４２・４４３

　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただいています。
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集当日の朝８時まで
指定袋の出し方／
必ず氏名をフルネームで記入してくだ
さい。
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

　平成２５年４月から、各地区指定場所
での蛍光管・蛍光灯収集を行っていま
す。ビン類（有害ごみ等）収集日には
収集されませんのでご留意ください。
収集箇所／平成２５年度資源物日程表に

記載しています。
収集回数／１か月に１回
※詳しい日程については、平成２５年度
資源物日程表に記載しています
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

出水期の河川等に
備えましょう！

日時／８月６日（火）１３：００～１７：００
　　　　　２０日（火）１３：００～１６：００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／事前に次まで予約してくだ
　　　　　さい。
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申し込み・問い合わせ／
秘書広聴課市民相談グループ
�２９８－１１１１　内線１１７

法律相談

ごみの出し方について

蛍光管・蛍光灯の拠点収集
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　楽しい「おはなし」をたくさんのせて『全
国訪問おはなし隊』のキャラバンカーが那珂
市立図書館にやってきます。
　読み聞かせや紙芝居で子どもたちに本のお
もしろさを届けます。お気軽にご参加くださ
い。
日時／８月２４日（土）
　　　午前１０時３０分～（１時間程度）
対象児童／２～８歳（年少～小学２年生）
　　　　　が中心です。
その他／キャラバンカーには児童書（約５５０

冊）が展示してあり、子どもたちが
自由に読めます。
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　遺族の深い悲しみを生きていく力に変える。震災後、
ボランティアで３００人以上を復元した女性納棺師が綴る、
生と死のドラマ。
　ご遺体が生前の顔に戻ったとき、ご遺族がやっと死を
受け容れて感情を表す。そして、生きていく力を取り戻
す。人間らしさとは何かを深く問いかける。

����������������������������

　いばりんぼのオオカミがイタチに足をもませている
と、どこからかしゃがれ声が。「なあ、つよがりのおく
びょうオオカミ。おまえはあのやまへは行けないだろ
う。」コワイ木がはえているというやま。オオカミは
イタチをつれて出発します。次から次へ、へんてこり
んな「木」が出てくる、ことば遊びの様な楽しい絵本。

『遠野物語remix』／京極夏彦 著
『巨鯨の海』／伊東潤 著
『鬼風 書き下ろし時代小説』／鳥羽亮 著
『夢幻花』／東野圭吾 著
『陽炎の門』／葉室麟 著
『ごはんぐるり』／西加奈子 著

������

■コメント
　脂肪を減らしたい場合、スポンジ生地の生
クリームを牛乳大さじ２に、バターは３０gまで
減らしても、おいしく食べることができます。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

菅谷（高齢食部会）

森岡　和子さん

■作り方
①ボウルに卵と砂糖を入れ、しっかり混ぜる。
②薄力粉とベーキングパウダーをふるい入れ、さっくりと混ぜる。
③溶かしバターと牛乳を加えて混ぜ合わせ、型に流し、１７０℃ で２５分位焼
く。（竹串を刺して焼き具合を確認する）

④スポンジが焼きあがる５分前にＢフロレンチーナマッセの準備をする。
　バター、砂糖、ハチミツ、生クリームを鍋に入れ、煮詰める。少しすくっ
て水の中に落とし、散らないようになったら火を止め、スライスアーモ
ンドを入れ、混ぜる。

⑤③で焼き上がった生地の上に、④を均等になるように流し、１８０℃ で１０分
～１５分焼く。

⑥アーモンドに茶色の焦げ目がついたら出来上がりです。

����������

■材料（２１㎝ ケーキ型１台分）
Ａスポンジ生地
　卵（Ｍサイズ）　 …………… ２個
　砂糖　 ……………………… １２０g
　薄力粉　 …………………… １２０g
　生クリーム　 ……………… ６０ml
　バター　 ……………………… ８０g
　ベーキングパウダー　 …… 少々

Ｂフロレンチーナマッセ
　バター　 ……………………… ５０g
　砂糖　 ………………………… ５０g
　ハチミツ　 ………………… ３０ml
　生クリーム　 ……………… ３０ml
　スライスアーモンド　 ……… ６０g

■１２カット１個分２３７kcal／塩分０．３g

ア	モンドケ	キ
ヘルスメイトさんが作る健康料理�

４日・１８日
　午後２時～
１５日
　午前１０時３０分～
２３日
　午後３時～

土金木水火月日
３２１
１０９８７６５４
１７１６１５１４１３１２１１
２４２３２２２１２０１９１８
３１３０２９２８２７２６２５

休館日

　おはなし会
�������	

��
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